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I 研究水準（分析項目ごとの水準及び判断理由） 

 

1. 研究活動の状況 

 

期待される水準にある 

 

[判断理由] 

 「研究活動の実施状況」のうち、研究の実施状況については、『比較社会文化叢書』を平

成 18 年度から平成 20 年２月に 12 巻刊行し、研究活動をまとまった形で示している。その

他に、平成 19 年度の状況は、教員 54 名、原著論文は 44 件、うち半数以上が査読のある雑

誌に発表され、招待論文と合わせて６割が専門的な審査又は評価を受けている。また、半

数以上が外国語で執筆され、４割が国際誌である。学会発表等は、39 件で、４割が国際会

議である。研究資金の獲得状況については、科学研究費補助金の採択数（採択金額）が、

平成 19 年度で 34 件（7,909 万円）、採択率は平成 18 年度において 36.4％である。他の外部

研究資金と合わせ、年平均約 40 件（8,000 万円）である。その他、21 世紀 COE プログラム

「東アジアと日本：交流と変容」に研究院メンバー８名が参加した。共同研究は 39 件（代

表及び分担）であり、そのうち国際共同研究は 23 件あるなど、活発な研究活動が展開され

ていることは、相応な成果である。 

 以上の点について、比較社会文化研究院の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結

果、研究活動の状況は、比較社会文化研究院が想定している関係者の「期待される水準に

ある」と判断される。 

 

 

2. 研究成果の状況 

 

期待される水準を上回る 

 

[判断理由] 

 「研究成果の状況」について、学術面では、モンスーンアジアの自然環境の成り立ちと

その変遷の解明及びそこに棲息する生物学の多様性の保全に関する基礎研究や、科学技術

史、中国文学、考古学、日本史などで優れた研究成果が上がっている。卓越した研究業績

として、例えば、ガリレオの運動論の形成過程を再構成し、毎日出版文化賞を受賞した研

究や、日本における中国宋代文学研究を中国にまとまった形で初めて示し中国で大きな反

響を呼んだ著作などがある。社会、経済、文化面では、グローバルとローカルを交差させ

るグローカルな視点から共生市民社会の在り方を探求する研究などで社会的に意義ある研

究成果がある。卓越した研究業績として、例えば、戦後日本の科学技術の社会史に関する
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2,000 ページを超える体系的通史を英語版で刊行した貴重な業績がある。また、過去４年間

の研究成果によって日本学術振興会賞、毎日出版文化賞、学会論文賞など５件を受賞した。

これらの状況などは、優れた成果である。 

 以上の点について、比較社会文化研究院の目的・特徴を踏まえつつ総合的に勘案した結

果、研究成果の状況は、比較社会文化研究院が想定している関係者の「期待される水準を

上回る」と判断される。 

 

 

II 質の向上度 

 

1．質の向上度 

 

相応に改善、向上している 

 

当該組織から示された事例は２件であり、そのすべてが、「大きく改善、向上している、

または、高い質（水準）を維持している」または「相応に改善、向上している」と判断さ

れた。 
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